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会 派 名 自民クラプ
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次のとおり、政務活動費による出張を終えましたので報告しま丸

受  命  者 高橋一彦、戸口悟

出  張  先 東京都

期 間 平成29年 5月 11日  ～ 莉支29年5月 14日 (4日 間)

用 務
「捕鯨の伝統と食文化を守る会」、「全国地方議会議員勉強会」及び

「ギャンプル依存症対策フォーラムJ 参加

調査 (研修)

結果等の概要
別紙報告書のとおり

備 考

1 資料等がある場合、添付すること。資料は、事務局経由で会派へ返却するので、本出張報告書
(原本)と ともに会派で保管すること。

2 調査結果等の概要は、別紙による記載も認める。

注 )



報  告 童
日

日   時    平成 29年 5月 11日 (木)-5月 14日 (日 )

目的・場所    第 29回「捕鯨の伝統と食文化を守る会」
(憲政記念館)

千代田区永田町 1-1-1

全国地方議会議員勉強会

(子供 。子育て支援新制度)

中央区人重洲 2-14 蘭免んビル 8F

ギャンブル依存症対策フォーラム

千代田区霞が関 3-2-1 コモングー ト西館 3F

参 加 者   高 橋 ― 彦

戸 田  悟



第 28回 捕鯨の伝統と食文化を守る会

日本は古来より鯨 と深い関わりを持ち、食文化に限らず様々な文化を培つてき

ました。

残念ながら、音に比べ鯨を食べる機会が減ってしまいましたが、捕鯨の伝統と

食文化を守る会によつて伝統文化、特に食文化をしっか りと守ってゆかなければ

なりません。

鯨文化をはじめとする伝統文化はそれぞれの国がお互いに認め合 うこと、科学

的根拠に基づいて持続的利用が可能な鯨類を利用 していくこと、この二つの原則

として商業捕鯨の復活を目指さなければなりません。

昨年、世界動物園水族館協会が追い込み漁は野蛮だとして追い込み漁で捕獲 し

たイルカを展示 してはいけないと理不尽なことを言つています。

太地町の追い込み漁は水産庁が許可 した科学的根拠に基づいた持続可能な漁法

であり、我が国古来の伝統漁法であり、世論喚起で世界に向けて発信 していかな

ければなりません。

最近、鯨の内に含まれているバ レニンとい う成分が研究されるようになり、認

知症の予防と改善に効 くことが分かってきました。

昔から「捕鯨にボケなし」とい う言葉があり、健康のためにも素晴らしい鯨料

理を全国各地から持ち寄 り、堪能 し釧路市で秋捕れるミンククジラ料理を全国の

皆さんに PRしてまいりました。
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ギャンブル依存症対策フォーラム
「アメ リカの取 り組み事例を知る」

国内におけるカジノ設置の是非をきつ力ヽ すに注目を集める

ギャンブル依存症について

「対策には何が必要なのか」「誰が何を担いどう取り組むのか」など疑問や戸惑

いの声が各所から聞かれています。釧路市もIR、 パチンコなどギャンブル依存

症が見られます。

今回、全国各地で依存症啓発セミナーを開催するワンネスグループがギャンブ

ル依存症対策について、アメリカ国内の先進事例を基に今後の日本における対策

を考えるフォーラムに参加し、釧路市で取り組もうとしている「I RJ統合型リ

ゾー ト、特にカジノに於ける問題点である「依存症Jを研修してきました。

ギヤンブル依存症とは

この障害とは、社会的、職業的、物質的、及び家庭的な価値と義務遂行を損な

うまで患者の生活を支配し、頻繁で反復する賭博のエピソー ドから成り立ってい

る。この障害を有する人々は自分の仕事を危機に陥れ、多額の債務を抱え、嘘を

ついたり法律を犯したりして金を得たり、あるいは負債の支払いを避けたりする

ことがある。

患者たちは賭博をしたいという強い衝動を抑えることが困難であり、それと共

に賭博行為や、それを取り巻く状況の観念やイメージが頭から離れなくなると述

べております。

又、これらの没頭や衝動は生活にストレスが多くなると、しばしば増強すると

いわれています。



カジノを誘致 した幾つの地域に於いて、主として財産犯や飲酒 トラブルといつ

た犯罪の増カロが見られたのは事実であります。

しかし、これはほとんどが軽微な犯罪であり、主要な犯罪は横ばいかもしくわ

減少傾向が見られたと報告されている。

又、カジノ賛成・反対両陣営による過去の犯罪率に関する論争を総ざらい した

メタ論文ともい うべきマーゴリスの分析でも同様の結果が導かれました。

勿論、カジノが設置されれば、それに付随して特有の犯罪は増加 してお ります。

例えば、カジノ・フロアーにおける盗みや詐欺、不正行為
「イカサマ」売客「客

引きを含むJがあげられますし、統計はないがマネーロンダリング等の組織犯罪

が増カロするのも事実であるとおもわれます。

しかし、問題はカジノの設置による町の活性化に付随する犯罪の増カロ率が、他

の手法による活性化での犯罪増加率と比べて高いのかということであります。

カジノによる犯罪の増加を指摘する論文や記事の多くは無意識に、あるいは意

識的にこの点を不明瞭にしていると考えられます。

カジノ産業はアメリカ各州の問題、病的ギャンプラーを支援するプログラムや

努力に関する情報をリストアップしたパンフレットなども作成しています。

又、病的ギャンブラーを識別するのは難しいが、ギャンブルホーリックの問題

に対応する為に、全アメリカで多くの民間、非営利の草の根治療グループが登場

しており完全な私的な寄付、主として会員のそれによつて運営されております。

又、ハーバード大学医学研究科中毒症研究ディビジョンなどが中毒症的行動に

関する研究と出版をサポートしています。



行政による取り組みとしても、いくつかの州政府に於いてギャンブル課税の中

から治療サービスに予算を割くようになってきて、NCPGに よれば州政府は研

究、調査よりもギャンブル症の治療に資金援助に焦点を置いており、アメリカで

は現在ゲーミングのもたらす負の側面がしつかり認識され様々な研究が行われて

いる。それに基づいて行政、企業、市民団体のさまざまなアフター対策を行つて

いる点は我が国と大きな違いであろう。

ギャンブルの最も倫理的で効果的な取り組み方は、予防、教育、治療、法規制、

調査研究、責任あるギャンブリング、回復を含む包括的プログラムである。

特に、子供たちがネット等、長時間ゲームをすると依存症にかかる確率が高く

なるデータが示されている。ギャンブル教育を早い時期 (10歳 -13歳 )までに進

めれば有病率が下がると示された。

7月 中旬に釧路、帯広、北見でギャンブル依存症対策フォーラムを開催する予

定であるとの事、是非参加してもらいたい。


